
～ 2025年　4月10　日

（対象者数） 10 （回答者数） 8

～ 2025年4月10日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

目標を意識した支援内容をふまえて対応の伝達を職員間で共
有して取り組む

2

お子様を中心としている。お子様の主張、意志表示を大切に
支援内容を考慮していく

3

事業所での様子を保護者の方々に伝えていくことで、より良
い安心と見える支援を目指す

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者の方々のニーズをききとり、要望があった時には対応
させていただく。またこまめな声掛けを行っていく

2

不安をいだいたりしないお子様には放デイ利用のお子様と共
に、積極的に関わる場所へおでかけをする

3

○事業所名 よねの家

○保護者評価実施期間 2025年　3月　15日

○保護者評価有効回答数

2025年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年4月21日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

新規入所の方に短いスパンで面談を行っていない 電話等の聞き取りで対応しきれていなかった

保育所や認定子ども園、幼稚園等との交流やその他地域で他の
子どもとの活動する機会が少ない

公園の砂場や遊具で交流することはあったりするが、事前計画
をたてて行うことはしていない

保護者の方からの信頼が大きいと感じる お子様が「行きたい」と思って安心できる居場所づくりを徹底
している

お子様の様子に合わせて発達の考慮し、支援計画を作成してい
る

発達段階を見極めて必要な支援内容を考慮してアプローチして
いる

お子様の様子を把握し、保護者に伝達している。 連絡帳やライン等の連絡ツールを活用しながら、伝達に取り組
んでいる

事業所における自己評価総括表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

